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1 動機 

（経緯） 

県内の若手農業者でつくる一般社団法人「クールアグリ」と県北地方の若手旅館

経営者でつくる「ふくしま若旦那プロジェクト実行委員会」の初の連携交流会を、

福島市の旧堀切邸で開催しました。 

クールアグリは県内の 20代から 40代までの農業者 35 名で構成され、農業や本県

食材の魅力発信と次世代育成につなげようと 2015 年に設立。若旦那プロジェクト

は福島市の飯坂、高湯、土湯の 3温泉地と二本松市の岳温泉の若旦那 16名で構成

され、観光を通じた本県食材の風評払拭と消費拡大に取り組んでいます。 

2 概要 今回の交流会では、両団体の連携事業第 1 弾として、両団体の会員を紹介する「若

旦那図鑑」を制作を決定しました。大学生や高校生をターゲットにした内容で検

討を進めており、若い世代に農業と観光業の魅力を知ってもらうことで、就農や

観光業への就職にもつなげます。 

交流会の中では、クールアグリ会員の農産物を使った、若旦那プロジェクトの会

員やホシザキが調理した試食会も開かれました。 

3 成果 

（効果） 

交流会を終えた参加者から「両団体の今後の連携に手ごたえを感じた」、「互いに

協力し合い新たなムーブメントを起こしたい」などの感想があり、更なるモチベ

ーションの向上に繋がりました。 

4 今後の予

定（課題） 

農業融資や商流拡大・風評払拭に向けた取組みについて説明を行いました。今後

も、本県の農業振興と観光誘客を通じた地域活性化に向け、両団体の連携をサポ

ートしていきます。 

 

【交流会に参加したクールアグリと若旦那のメンバー】  【クールアグリ会員の野菜で若旦那が作った料理を試食する参加者】 
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